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―
収
穫
作
業
と
調
理
実
習
―

青年部

農
畜
産
物
消
費
拡
大
事
業

ク
レ
ー
プ
を
販
売

　

７
月
26
日
と
27
日
の
両
日
、
道
の
駅
コ

ス
モ
ー
ル
大
樹
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
大
樹
町

商
工
会
青
年
部
主
催
の
「
第
14
回
納
涼
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
」
に
出
店
し
、
農
畜
産
物
の

消
費
拡
大
事
業
を
行
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
今
年
で
９
年
目
と
な
り
、

両
日
で
延
べ
17
名
の
部
員
が
活
動
し
た
。

　

初
日
に
は
多
少
の
雨
が
降
っ
た
も
の
の
、

両
日
と
も
気
温
が
高
く
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
日

和
の
開
催
と
な
り
、
生
ビ
ー
ル
を
求
め
た

来
場
者
で
大
盛
況
と
な
っ
た
。
青
年
部
が

出
品
し
た
「
ミ
ニ
ク
レ
ー
プ
」
は
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
、
イ
チ
ゴ
味
を
販
売
。
２
日
目
に

は
、
数
量
限
定
の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も
準
備

し
、
約
６
５
０
個
の
販
売
と
な
り
大
盛
況

で
あ
っ
た
。

　

８
月
27
日
に
小
学
校
農
園
場
に
お
い
て
、

第
２
回
目
と
な
る
食
育
事
業
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
、
部
員
６
名
が
参
加
し
、
春
に

播
種
し
た
人
参
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
用
と
う
も
ろ
こ
し
、
大
豆
、
カ
ボ
チ

ャ
の
管
理
と
収
穫
作
業
、
調
理
実
習
を
行

っ
た
。

　

前
田
部
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
髙
松
副
部

長
か
ら
作
業
の
説
明
と
作
物
に
つ
い
て
の

話
が
あ
っ
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
そ
の
場
で
カ
ッ
ト
さ
れ

た
野
菜
の
断
面
を
見
て
、
と
う
も
ろ
こ
し

の
実
の
入
り
方
や
カ
ボ
チ
ャ
の
中
身
、
様
々

な
形
の
人
参
に
興
味
を
持
ち
、
実
際
に
手

に
取
っ
て
匂
い
を
嗅
ぐ
な
ど
し
て
い
た
。

　

収
穫
し
た
人
参
と
キ
ャ
ベ
ツ
は
水
洗
い

　

餅
ま
き
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
前
田
部
長

が
コ
ス
モ
ー
ル
駐
車
場
に
用
意
さ
れ
た
足

場
よ
り
餅
を
ま
き
、
多
く
の
来
場
者
が
集

ま
っ
た
。
抽
選
会
で
は
青
年
部
よ
り
部
長

賞
と
し
て
チ
ー
ズ
セ
ッ
ト
、
農
協
よ
り
全

農
商
品
券
を
贈
っ
た
。

　

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
終
了
後
に
は
、
商
工
会

し
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
着
け
て
食
し
た
。
普

段
は
苦
手
で
人
参
を
食
べ
な
い
と
話
す
児

童
も
、
獲
れ
た
て
の
野
菜
に
、「
お
い
し
い
」

と
生
で
食
べ
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。
ま
た
、

枝
豆
に
つ
い
て
は
塩
ゆ
で
し
給
食
と
一
緒

に
食
し
た
。

　

圃
場
に
残
る
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
用
と
う
も

青
年
部
と

の
懇
親
会

が
開
催
さ

れ
、
他
業

種
と
の
連

携
を
図
っ

た
。

ろ
こ
し
や

大
豆
、
カ

ボ
チ
ャ
に

つ
い
て
は
、

10
月
に
収

穫
す
る
予

定
。

第
２
回
食
育
事
業

青年部

部長による乾杯

人参を収穫する児童

クレープの作業風景

カボチャを手にする児童

休憩中の部員

帰り際のハイタッチ

部長賞の贈呈

生野菜の試食
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環
境
美
化
運
動

女性部
　

７
月
23
日
、
部
員
30
名
が
参

加
す
る
中
、
環
境
美
化
運
動
の

一
環
と
し
て
、
帯
広
市
の
「
紫

竹
ガ
ー
デ
ン
」・
清
水
町
の
「
と

か
ち
し
み
ず
フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ

ン
」
を
視
察
し
た
。

　

「
紫
竹
ガ
ー
デ
ン
」
は
、
広

さ
お
よ
そ
一
万
八
千
坪
の
広
大

な
敷
地
内
に
22
の
ゾ
ー
ン
と
13

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ

こ
で
は
約
二
千
五
百
種
類
以
上

の
花
々
を
季
節
毎
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
は
、

ア
イ
リ
ス
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ポ

ピ
ー
、
バ
ラ
、
ク
レ
マ
チ
ス
な

ど
と
い
っ
た
花
々
が
咲
い
て
い

　

８
月
７
日
と
８
日
の
両
日
で
、

視
察
研
修
を
実
施
し
た
。
会
員

４
名
、
子
供
３
名
が
参
加
し
、

定
山
渓
・
札
幌
方
面
へ
と
向
か

っ
た
。

　

１
日
目
は
、「
定
山
渓
フ
ァ

ー
ム
」
を
視
察
。
こ
こ
で
は
時

間
制
限
が
な
く
果
物
狩
り
が
出

来
る
。
南
陽
や
佐
藤
錦
な
ど
の

さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
は
シ
ー
ズ
ン

終
盤
と
な
っ
て
い
た
も
の
の
甘

い
さ
く
ら
ん
ぼ
に
会
員
も
子
供

達
も
夢
中
に
な
っ
て
収
穫
し
て

い
た
。
又
、
り
ん
ご
や
プ
ラ
ム

な
ど
も
園
内
で
は
数
多
く
実
っ

て
い
た
。

　

２
日
目
は
、「
円
山
動
物
園
」

を
見
学
。
残
念
な
が
ら
雨
に
降

ら
れ
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
も
の
の
、
改
装
さ
れ
た
動
物

園
の
展
示
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
、
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
に
立
ち
寄
り
、
束
の
間

の
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
。

　

８
月
９
日
、
Ａ
コ
ー
プ
コ
ス
モ
フ
ー
ド
店

に
お
い
て
、
牛
乳
・
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動

「
牧
場
マ
マ
の
試
食
試
飲
会
」
に
マ
ネ
キ
ン

販
売
員
と
し
て
７
名
が
活
動
し
た
。

　

当
日
は
牛
乳
の
格
安
販
売
と
、
バ
ナ
ナ
と

冷
た
い
牛
乳
で
作
る
「
ミ
ル
ク
セ
ー
キ
」
と

「
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
＆
オ
レ
ン
ジ
ジ
ャ
ム
＋

ビ
ス
ケ
ッ
ト
」
の
試
飲
及
び
試
食
提
供
を
行

っ
た
。

　

午
前
中
は
雨
天
に
よ
り
客
足
が
心
配
さ
れ

た
が
帰
省
者
が
多
い
お
盆
時
期
の
た
め
、
食

材
の
買
い
出
し
に
来
る
来
場
者
も
多
く
、「
こ

ん
な
食
べ
方
が
あ
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
、

是
非
真
似

し
て
み
た

い
」
と
今

回
使
用
し

た
材
料
を

手
に
取
る

様
子
も
多

く
見
ら
れ

た
。

内
の
説
明
を
う
け
た
後
、
部
員

各
々
自
由
に
散
策
し
た
。
散
策

後
は
バ
ラ
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

を
堪
能
す
る
部
員
も
多
く
い
た
。

　

清
水
町
に
入
り
、
昼
食
を
と

っ
た
あ
と
は
「
と
か
ち
し
み
ず

フ
ル
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン
」
へ
。
ア

メ
リ
カ
ン
チ
ェ
リ
ー
や
南
陽
な

ど
の
種
類
の
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り

に
参
加
。
甘
い
さ
く
ら
ん
ぼ
を

求
め
、
脚
立
に
上
っ
て
お
い
し

い
さ
く
ら
ん
ぼ
を
堪
能
し
た
。

　

肌
寒
い
一
日
で
は
あ
っ
た
が
、

環
境
美
化
に
努
め
る
部
員
達
に

と
っ
て
は
実
り
あ
る
視
察
と
な

っ
た
。

す
ず
ら
ん
会
視
察
研
修

―
定
山
渓
・
札
幌
方
面
へ

―

牧
場
マ
マ
の
試
食
試
飲
会

―
牛
乳
・
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動

―

た
。
入
園
後
は
ガ
ー
デ
ン

あま～いさくらんぼに夢中♪

試食品の説明中

円山動物園でハイ、チーズ�

帯広「紫竹ガーデン」にて
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「
町
内
平
均
と
組
勘
デ
ー
タ
値
比
較
」・

「
組
勘
デ
ー
タ
値
比
較
に
基
づ
く
対
策
な
ど
」

農
業
塾
２
０
１
９

第３回

　

９
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
大
樹
町
に
お
い
て
、
５
名
の
受
講

生
が
出
席
の
下
、
第
３
回
農
業
塾
を
行
っ
た
。

　

当
日
は
経
営
相
談
課
の
以
頭
貴
広
課
長
補
佐
が
講
師

を
務
め
、
午
前
の
部
で
は
、「
町
内
平
均
と
組
勘
デ
ー

タ
値
比
較
」、
午
後
の
部
で
は
、「
組
勘
デ
ー
タ
値
比
較

に
基
づ
く
分
析
と
対
策
な
ど
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行

っ
た
。

　

講
義
の
中
で
は
、
町
内
、
全
道
、
全
国
の
経
営
指
標

の
平
均
値
や
経
費
率
な
ど
を
確
認
。
農
業
所
得
の
増
加

に
は
、
規
模
拡
大
の
他
、
資
本
・
労
働
・
土
地
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
る
こ
と
が
生
産
性
に
影
響
を
与
え
る
こ
と

を
学
ん
だ
。

　

次
回
は
10
月
１

日
に
「
全
て
の
技

術
は
牛
の
た
め
に

あ
る
�
（
牛
舎
施

設
と
カ
ウ
コ
ン
フ

ォ
ー
ト
）」
と
「
市

場
に
お
け
る
家
畜

の
有
利
販
売
（
上

場
時
の
注
意
点
）

繁
殖
・
発
情
整
理

の
大
切
さ
」
を
行

う
予
定
。

　

秋
ま
き
小
麦
「
き
た
ほ
な
み
」

の
収
穫
が
８
月
３
日
に
終
了
し
た
。

　

収
穫
作
業
は
、
７
月
29
日
よ
り

始
ま
り
、
昨
年
よ
り
２
日
早
い
収

穫
開
始
と
な
っ
た
。

　

今
年
は
、
一
部
圃
場
で
冷
害
・

病
害
に
よ
る
被
害
が
心
配
さ
れ
た

が
、
登
熟
期
ま
で
天
候
条
件
が
安

定
し
副
産
物
も
少
な
か
っ
た
た
め
、

製
品
量
は
前
年
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
た
。
平
均
製
品
反
収
は
、
５

１
９
㎏
（
８
．
７
俵
）。
ま
た
、

平
均
水
分
が
16
．
８
％
、
副
産
物

ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

８
月
６
日
、
大
樹
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
大
樹
町
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ク
ラ
ブ

「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
16
名
と
保
護
者
17
名
が
参
加
し
、

牛
乳
寒
天
と
テ
ィ
ラ
ミ
ス
作
り
を
行
っ
た
。
作
業

途
中
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
公
式
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
Ｂ
Ｂ
も
応
援
に
駆
け
つ
け
る
な
ど
、
和
気

あ
い
あ
い
と
協
力
し
あ
い
な
が
ら
作
業
を
進
め
、

無
事
に
完
成
。
そ
の
後
は
、
昼
食
会
場
に
場
所
を

移
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
タ
イ
ム
。
食
後
に
牛
乳
寒

天
と
テ
ィ
ラ
ミ
ス
を
試
食
し
た
会
員
た
ち
は
、「
お

い
し
い
～
」
と
大
満
足
な
様
子
で
あ
っ
た
。
会
員

達
に
と
っ
て
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
た
。

率
が
19
．
７
％
と
な
っ
た
。（
作

付
面
積
35
戸
５
２
５
．
９
ha
）

　

一
次
概
算
金
に
つ
い
て
は
、
１

等
Ａ
ラ
ン
ク
２
，
２
６
２
円
（
税

別
）
／
俵
と
予
想
さ
れ
る
。

　

品
質
な
ど
が
確
定
す
る
の
は
、

概
ね
10
月
下
旬
の
見
込
み
。

　

農
産
販
売
課
の
高
橋
課
長
補
佐

は
、「
９
月
の
天
候
は
、
例
年
よ

り
降
水
量
が
多
い
と
予
報
さ
れ
て

い
る
た
め
、
令
和
２
年
産
播
種
の

作
業
遅
れ
に
十
分
注
意
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

小
麦
収
穫
平
均
反
収
８
．７
俵
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十
勝
総
合
畜
産
共
進
会

―
リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
獲
得

―

　

８
月
18
日
に
十
勝
農
協
連
家
畜

共
進
会
場
に
お
い
て
、
十
勝
総
合

畜
産
共
進
会
（
乳
用
牛
の
部
）
が

開
催
さ
れ
た
。

　

全
十
勝
よ
り
１
８
１
頭
が
17
部

門
に
分
か
れ
出
品
。
審
査
員
に
は

ア
メ
リ
カ
・
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の

ア
メ
リ
カ
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
協
会
公

認
審
査
委
員
の
エ
デ
ィ
・
ブ
ウ
さ
ん

が
務
め
、体
格
や
資
質
を
競
っ
た
。

　

大
樹
町
か
ら
は
８
戸
17
頭
が
出

品
し
、
㈱
エ
ン
ブ
レ
ム

－

Ｋ
（
振

別
農
事
組
合
）
所
有
の
「
エ
ン
ブ

レ
ム
Ｋ
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
シ
エ
リ

ー
」
が
リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
と
15
部
４
歳
ク
ラ
ス
で
１

等
１
席
に
輝
い
た
。

　

又
、
９
月
28
日
～
29
日
に
開
催

さ
れ
る
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
ナ

シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
に
は
尾
田
農
事

組
合
の
㈲
金
丸
牧
場
、
開
進
農
事

組
合
の
金
曽
浩
文
さ
ん
、
振
別
農

事
組
合
の
㈱
エ
ン
ブ
レ
ム
ー
Ｋ
、

山
下
功
典
さ
ん
の
所
有
す
る
乳
用

牛
４
頭
が
出
場
を
決
め
、
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

受賞の記念写真

審査のようす
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大学生対象インターンシップ町内盆踊り大会に参加�

　８月15日、第48回町民大盆踊り大会にＪＡ大

樹町事業部が仮装の部で参加。

　仮装に向けては、３課の女性職員が中心となっ

て７月下旬より準備を進め浴衣の他、大樹町の主

産業である乳牛の仮装を中心に、車、タイヤなど

ＪＡと事業部にゆかりのある仮装を披露し、会場

を盛り上げた。結果として、第５位入賞の他に農

業ＰＲにもつなげた。

　８月26日～27日、大学生を対象としたインタ

ーンシップを開催。６名の学生が参加した。

　１日目は大樹小学校で青年部食育事業の収穫体

験や、組合員の牧場見学・人工授精に分かれての

実習を行なった。その後は航空公園を見学。大樹

町役場にも協力頂き、宇宙の町の魅力を伝えた。

初日の最後は晩成温泉に移動し、バーベキューを

囲みながらの懇親会を行なった。

　２日目は乳牛市場と作況調査に分かれての実習。

午後からは生乳施設と雪印メグミルク大樹工場を

見学した。

　初めは緊張で堅くなっていた学生達も、今後の

就活に向けて意欲的に取り組んでいた。

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」

北 海 道 最 低 賃 金

最 低 賃 金 額　　時間額　861円

効力発生年月日　　令和１年10月３日

※発効日の前日までは、８３５円です。

厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

　北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働くすべての労働者（臨時、パートタイ

マー、アルバイト等を含む。）に適用される北海道最低賃金が次のとおり改定されました。
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JAグループ通信 JA北海道中央会

ホクレン JA北海道厚生連
　ホクレンと北海道日本ハムファイターズが連携

して、同球団の発信力を生かして北海道農業の魅

力を伝える「北海道農業応援プロジェクト」の取

り組みが６月28日より開始しました。その一環と

して、７月13日に同球団マスコットの「ポリー」

と「Ｂ☆Ｂ」が、ホクレン食と農のふれあいファ

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央会の活動

内容を紹介します。各団体の詳しい取り組み内

容はＷＥＢサイトをご覧ください。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康を

守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図るこ

とを目的として、広報誌「すまいる」を発行して

おります。

　このたび紙面をリニューアルし、より読みやす

くさらに健康に役立つ医療・健康情報を発信して

ーム「くるるの杜」にて、

窯焼きピザを調理する体

験イベントを開催し、消

費者との交流を深めなが

ら北海道産農産物のＰＲ

をしました。

おります。

　ホームページにも

バックナンバーを掲

載しておりますので、

是非ご一読ください。

　７月31日にＪＡ北海道中央会と各連合会の役員にて、吉川農林水産大臣を含む農林水産省幹部職員及

び道内選出与党国会議員等に対して、令和2年度国費予算概算要求に向けた要請運動を実施いたしました。

「持続可能な北海道農業の確立に向けた政策提案」に基づき、農業予算の万全な確保に加え、国際貿易

協定・交渉対策や労働力確保対策に向けた支援強化、各作物の需給安定対策の構築等を要請しました。

また「食料・農業・農村基本計画」と「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るための基本方針」、「経営所

得安定対策の交付単価」の見直しに向けては、家族経営基盤の維持・強

化の視点や生産現場の実態を踏まえた議論を進めるよう要望しました。

　引き続き、ＪＡグループ北海道の政策提案の実現と日米貿易協定交渉

については、「農業経営や生産基盤に影響がでないよう適切な国境措置

の確保」、「北海道農業を犠牲としない毅然とした対応」を政府・与党に

求め、今後も北海道の農家・組合員が安心して営農できるよう取り組ん

で参ります。

JA北海道信連 JA共済連北海道
　地元プロ野球チーム・ファイターズのスポンサ

ーイベントデーとして、７月19日、ＪＡバンク北

海道スペシャルナイターを札幌ドームで開催しま

した。本イベントは、昨年に引続き２回目になり

ます。今回は、新たにＪＡ特産品の物販コーナー

を設けた他、参加ＪＡの女性職員から対戦チーム

　７月18日に札幌・共済ホールにて「全道ＬＡ・

スマサポ大会」が開催され、平成30年度普及活動

で優秀な成績を収められたＬＡ33名と、スマイル

サポーター11名が登壇し表彰されました。

　ＪＡ共済では、これからも「３Ｑ訪問活動」と

両監督への花束贈呈

を行いました。また、

中央会などとも連携

して、サポーターづ

くりに向けたＰＲを

実施しました。

「あんしんチェック（保

障点検活動）」の実践

を通じて、組合員・地

域利用者の信頼と期待

に応え、「安心」と「満

足」の提供に努めてま

いります。



今朝から○番も

治療始めたわよ

治療中の牛は○番だよね
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十勝農業改良普及センター 十勝南部支所通信
今日から始める農場のチェックリスト No.4

～生乳の抗生物質残留事故防止のために確認しましょう～

毎日の慣れた作業こそ確認を徹底し、事故の防止に務めましょう！

　暑い夏が過ぎ、すごしやすい気候になってきました。しかし、暑熱時に牛が受けたスト

レスの影響は、ボディーブローのようにじわじわと乳房炎や繁殖成績に現れてきます。

　また、牧草やサイレージ用とうもろこしの収穫時期は、ほ場作業が増え、忙しくなるこ

とから判断力の低下や、体調を崩しやすく注意が必要です。以下のことを確認して、生乳

の抗生物質残留事故防止に努めましょう。

①マーキングをしている。

　最低でも２種類。複数のマーキングで見落としのリスクを減らしましょう。

足にバンドをつける。

スプレーで乳房や牛体後駆にマークする (消える前に再度マーキングする )。

つなぎ牛舎：牛の前に看板をつける　など

②治療牛について、搾乳者全員の周知を徹底している。

　搾乳前に治療牛の確認・搾乳者間の連絡、打合せを徹底しましょう。

連絡ボードを設置する。

口頭で治療牛を伝えあう。

③抗生物質検査キットを使用している。

　ミルクローリーへの混入を防ぐ最終出口の対策として、抗生物質検査キットの使用をお

勧めします。
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理
事
会
の
動
き

理
事
会
の
動
き

第
７
回 

８
／
29

★
報
告
事
項

１　

令
和
元
年
度
環
境
負
荷
軽
減

型
酪
農
経
営
支
援
事
業
の
実

施
に
つ
い
て

２　

平
成
31
年
度
畜
産
Ｉ
Ｃ
Ｔ
及

び
楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
の
実
施
に

つ
い
て

２　

第
50
回
十
勝
総
合
畜
産
共
進

会（
乳
牛
）の
結
果
に
つ
い
て

４　

令
和
元
年
度
畜
産
基
本
調
査

集
計
（
家
畜
飼
養
頭
数
）
結

果
に
つ
い
て

５　

農
産
物
生
育
状
況
定
期
調
査

結
果
に
つ
い
て

６　

農
産
物
出
荷
状
況
に
つ
い
て

７　

令
和
元
年
７
月
末
組
合
員
勘

定
の
動
向
に
つ
い
て

８　

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

９　

理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付

に
つ
い
て

10　

内
部
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

11　

組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

12　

職
員
の
退
職
に
つ
い
て

13　

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

★
付
議
事
項

第
１
号　

２
０
１
９
年
度
大
樹
町

乳
質
改
善
事
業
反
則
金
の
使

途
に
つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
２
号　

北
海
道
農
業
公
社
肉
用

牛
貸
付
事
業
に
よ
る
貸
付
に

つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
３
号　

令
和
元
年
産
全
道
共
計

販
売
品
の
取
扱
い
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
４
号　

平
成
30
年
度
補
正
（
４

回
目
）
畑
作
構
造
転
換
事
業

の
実
施
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
５
号　

理
事
に
対
す
る
リ
ー
ス

契
約
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
６
号　

理
事
に
対
す
る
資
金
の

貸
付
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
７
号　

出
資
の
減
口
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
８
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ

い
て�

協
議
・
承
認

第
９
号　

個
人
情
報
取
扱
規
程
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

�

協
議
・
承
認

第
10
号　

職
制
規
程
の
一
部
改
正

に
つ
い
て�

協
議
・
承
認

第
11
号　

対
策
指
導
農
家
及
び
低

所
得
農
家
の
営
農
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て

�

協
議
・
協
議

【広尾警察署　２－０１１０】

広尾警察署からのお知らせ
Ｇ20観光大臣会合の成功に向けて 秋の全国交通安全運動の実施

身につける 夜道のお守り 反射材　10月25、26日の両日、倶知

安町においてＧ20観光大臣会合

が開催されます。既に開催された

Ｇ20大阪サミット及び関係閣僚

会合は、皆様の御協力により無事

終了しました。

　広尾警察署でも、テロ等違法行

為の発生を未然に防止するため、

重要施設や公共交通機関などにお

いて警戒警備を強化することとし

ております。

　皆様の御支援と御協力をお願い

します。

　９月21日（土）から９月30日

（月）までの10日間、秋の全国

交通安全運動を実施します。

　この時期は、日没が早まり夕暮

れ時間帯から夜間にかけて高齢者

を中心とした歩行者被害の交通事

故の発生が懸念されることから、

ドライバーも歩行者も交通事故防

止に努めましょう。
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8,125

9,005

8,722

9,067

8,477

9,319

9,546

8,948

9,438

9,702

9,242
9,167

9,532

9,309

9,699

9,171
9,288

令和元年度８月　生乳生産動向

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

7,000

8,000

9,000

10,000
生産乳量（2018年）

生産乳量（2019年）

963,540963,540

824,040824,040

877,410877,410
857,520857,520

807,840807,840

648,478648,478

720,428720,428

758,160758,160

699,233699,233

家畜市場の成績

乳用牛（初妊牛）

30年度

31年度

（ ）書きは前年度単価

1,050,000

1,000,000

750,000

800,000

850,000

950,000

900,000

650,000

700,000

600,000
3/6 3/22 4/4 4/18 5/9 5/29 6/20 7/23 8/28 9/10 9/26 10/8 10/24 11/7 11/27 12/17 1/22 2/5 2/19

(919,440)(919,440) (796,365)(796,365) (849,312)(849,312) (938,802)(938,802) (855,252)(855,252) (823,320)(823,320) (837,270)(837,270) (899,338)(899,338) (942,175)(942,175)
(929,880)(929,880) (1,003,860)(1,003,860) (880,445)(880,445) (876,034)(876,034) (913,484)(913,484) (893,825)(893,825) (909,868)(909,868) (702,833)(702,833) (967,815)(967,815) (816,861)(816,861)

（円）
大　　樹

817,513817,513

850,077850,077

806,379806,379

778,944778,944

819,083819,083

717,469717,469

782,664782,664

714,713714,713

650,455650,455

678,728678,728

747,171747,171
756,540756,540

肉用牛（黒毛和種）

2019年度去勢

2019年度雌

2018年度去勢

2018年度雌

550,000

600,000

650,000

700,000

800,000

2/111/1512/911/1310/159/188/207/96/105/154/93/12

（円）
大　　樹

750,000

850,000

900,000

950,000
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■

解
き
方

＝

普
通
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
要
領
で
全
部
を
解
い
て
下
さ
い
。

次
に
Ａ
→
Ｅ
の
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
順
に
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
答
え
で
す
。

■

締
切
り

＝

10
月
10
日(

当
日
消
印
ま
で
有
効)

■

届　

出

＝

本
所
企
画
管
理
課
、
生
産
資
材
課
・
大
樹
協
同
商
事
の
専
用

投
書
箱
へ
。

■

と
じ
込
み
ハ
ガ
キ
を
お
使
い
下
さ
い
。
郵
送
す
る
場
合
は
63
円
切
手
を
は

っ
て
下
さ
い
。

■

賞　

品

＝

大
樹
協
同
商
事
商
品
券
（
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選
で

10
名
の
方
に
）

■

職
員
と
そ
の
家
族
の
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

■

９
月
号
の
応
募
者
は
20
名
で
、
全
員
が
正
解
さ
れ
ま
し
た
。
抽
選
の
結
果
、

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
。

当
選
し
た
方
に
は
大
樹
協
同
商
事
の
商
品
券
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

９月号の答え

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

サ フ ア イ ア
でした。

当選おめでとうございます
当　選　者

（
拓
進
）
鈴

　
木

　
初

　
花
さ
ん

（
尾
田
）
天
　
野
　
千
由
紀
さ
ん

（
豊
里
）
牧
　
田
　
和
　
美
さ
ん

（
東
和
）
森
　
田
　
光
　
則
さ
ん

（
東
和
）
向
　
井
　
　
　
稔
さ
ん

（
上
大
樹

）
坂
　
本
　
眞
知
子
さ
ん

（
石
坂
）
太
　
田
　
美
智
子
さ
ん

（
萠
和
）
米
　
谷
　
　
　
馨
さ
ん

（
萠
和
）
川
　
原
　
和
　
夫
さ
ん

（
上
中
島

）
辻
　
本
　
千
　
愛
さ
ん

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

タ
テ
の
カ
ギ

②
『
羅
生
門
』『
鼻
』
は

龍
之
介
の
作

品
で
す

⑥
建
築
士
が
引
い
た
り
広
げ
た
り

⑧
サ
ケ
な
ど
の
卵
の
塩
漬
け

⑨
平
仮
名
も
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
も
こ
れ
の
一
種

⑩
便
箋
に
引
い
て
あ
る
線

⑪
資
源
な
ど
を
再
利
用
す
る
こ
と

⑮
王
様
の
耳
は

の
耳

⑯
ゼ
イ
ゴ
や
ゼ
ン
ゴ
と
呼
ば
れ
る
う
ろ
こ
を

持
つ
魚

⑱
長
崎
県
の
北
の
端
に
あ
る
島

⑳
炭
酸
水
の
こ
と
。
ク
リ
ー
ム

㉑
だ
し
で
煮
た
鶏
肉
を
卵
で
と
じ
て
ご
飯
に

の
せ
る

ヨ
コ
の
カ
ギ

①
島
根
県
の
観
光
名
所
、

大
社
。
神
無

月
に
は
日
本
中
の
神
様
が
集
ま
る
の
だ
と

か
②
大
福
餅
の
中
身
で
す

③
10
月
の
第
２
月
曜
は

の
日
。
国
民
の

祝
日
で
す

④
絵
画
や
色
紙
を
入
れ
ま
す

⑤
江
戸
時
代
の
旅
人
の
履
き
物
。
二
足
の

⑦
「
カ
ラ
ス
の
足
跡
」
と
呼
ぶ
シ
ワ
が
で
き

る
と
こ
ろ

⑩
騎
手
た
ち
が
１
着
を
争
い
ま
す

⑫
日
本
で
３
番
目
に
広
い
湖

⑬
釣
り
で
使
う
擬
餌
針
の
こ
と

⑭
一
本
釣
り
で
知
ら
れ
る
魚
の
一
つ

⑰
京
都
三
大
祭
り
の
一
つ
、

祭
は
10
月

に
行
わ
れ
ま
す

⑲
目
で
見
え
る
範
囲
の
こ
と

⑳
得
の
反
対
語
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イラスト イラスト イラスト ・情報コーナー イラストは濃くていねいに書いて下さい。
(あまり薄いと掲載出来ないことがあります。)

寿　通

　すずき こあけちゃん (４歳)

上中島

　辻本　千愛ちゃん (11歳)

幸　徳

　たかだ きらとくん (６歳)

拓　進

　鈴木　初花ちゃん (12歳)


